
表 紙

12月１日 現在 前月比

男 7,562人 (－13)

女 7,815人 (－29)

計 15,377人 (－42)

世帯数 5,384戸 (－７)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ３人
死亡…… 26人
転入…… 20人
転出…… 39人
婚姻…… ３組

市の人口と世帯
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再生紙を使用しています。

大正浪漫を彩る光の廻廊
大正時代の風情を残す景観に、プロジェクションマッピ

ングの最新技術を融合させたイベント「銀山温泉千年廻
廊」が12月９日から16日まで開催されました。
江戸初期に延沢銀山で働く人が温泉を発見してから湯治

場として賑わい、大正時代には大洪水に見舞われましたが、
その後建てられた旅館の趣は今も大切に残されています。
2020年冬、銀山温泉で始まった未来へつなぐ新たな一歩。

温泉街から白銀の滝までの一帯に映し出される色と光が、
ガス灯のあかりと混じりあい、新しい時代へと誘

いざな

っている
ようでした。 （撮影場所：銀山温泉街)
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市で行っている雪対策事業(各種助成金・補助金など）市で行っている雪対策事業(各種助成金・補助金など）
☃住宅への雪対策への助成〈問い合わせ先 定住応援課(内線213)〉

下記の種類のうち、いずれか１つの設備に対し、助成します（ただし、除雪機械購入は重複可）。

●補助対象住宅の条件／一般住宅および建物の床面積の2分の1以上が居住部分である併用住宅
●設備設置の条件／令和2年度中に設置完了すること
●申請受付期間／令和３年３月まで。※導入予定の方は、必ず事前にご相談ください。

除雪作業・雪対策での注意点
①屋根からの落雪に注意！
・雪下ろしの際だけでなく、家の周
りの除雪時にも気を付けましょ
う。
②除雪機の事故に注意！
・使用前に、安全装置が働くことを
確認。

・雪が詰まった時は、必ずエンジン
を切り、ローターが止まったこ
とを確認してから雪かき棒など
を使って雪を取り除きましょう。
(ローターに直接手を入れない！）
③避難経路の確認を！
・冬期間、万が一火災が発生した場
合に備え、2カ所以上の避難経路
を確保しておきましょう。
④灯油の流出に注意！
・ホームタンクから灯油を小分け
するときは、その場を離れず、灯
油があふれないように注意しま
しょう。

・屋根からの落雪で給油管が壊れ
たり、除雪時に雪に隠れた給油
管を壊してしまうケースがあり
ます。給油管を保護したり、目
印を付けたりして破損防止をし
ましょう。

北町・梺町町内会合同で流雪溝通水前の大掃除
11月1日、北町と梺町の町内会の皆さん100人以上が導水路約１

㎞の清掃を行いました。冬になると国道347号線沿いのこの導水
路を通った水が北町と梺町の流雪溝に通水されます。導水路がで
きてから毎年行われている活動で、２時間以上の清掃の後、草木で
覆われていた水路は見違えるようになりました。

安全な雪下ろし作業はこの服装で！
・気温が高いときの屋根の雪の
ゆるみに注意！
・ヘルメットを着用し、安全な
服装で！
・転落防止のため命綱は必ず着用！
・はしごはしっかり固定
(角度は75度）
・除雪道具は使いやすいものを！
・作業は２人以上で、携帯電話も
持って！
・無理な作業はしないこと！
・軒先は危険！足場はいつも注意

無理な投雪や流雪溝へのゴミ投棄などは
水上がり、雪つまりの原因になります。
流雪溝使用のマナーを守って、地域みん
なで安心して雪の季節を過ごせるように
協力しましょう！

☃地域除雪活動支援事業(元気な地域づくり交付金)
〈問い合わせ先 定住応援課(内線213)〉
集落内の共助により安心して暮らせる地域づく

りを目指し、集落内の除雪困難者宅などの除雪を
集落内の組織で行う場合、下記の費用額の一部を
助成します。
①傷害・損害保険掛金(全額)
②除雪機借り上げ料(１台につき5,000円)
③①と②の合計額の15％を助成。

☃尾花沢市中小企業者等雪対策設備設置補助金
〈問い合わせ先 企業振興室(内線255)〉

事業所敷地内の雪対策経費に対し、補助金を交
付します。
●対象者／製造業・商業・サービス業・運送業・情
報通信業・宿泊業・福祉関連事業等を含む事業所。
※常時雇用者（雇用保険加入者）3人以上の事業所
※小売店・飲食店については、市内に本店を有する
事業所であること。
※大型小売店舗及び敷地内の店舗、コンビニエン
スストアは対象外。

●補助額／消融雪装置の設置及び除雪機械購入に
係る経費の10％以内の額(上限20万円)

☃尾花沢市除雪情報提供システム〈問い合わせ先 建設課(内線282・283)〉

カーナビでおなじみのGPS機能を利用し、除雪車の稼働状況(現在位置・稼働軌跡)を
パソコンやスマートフォンでご覧になれます。尾花沢市ホームページのトップページ
｢重要なお知らせ｣→｢「尾花沢市除雪情報提供システム｣について」をクリック。
URL http://obanazawa.jyosetsu.jp/ 右のQRコードを読み取ってください。 ➡

設備の種類 補助率(限度額)
融雪式住宅(熱利用） ●一般世帯…対象事業費の30％以内(限度額60万円）

●子育て世帯等・高齢者世帯…対象事業費の40％以
内(限度額80万円）
※再生可能エネルギーを主熱源とした融雪装置（屋
根・敷地)は、対象事業費の10％以内(限度額20万円）
を加算

高床式住宅(基礎高1.5ｍ超等)
※落雪側の隣地等への距離に条件があります。
耐雪式住宅(2.5ｍ以上の積雪耐荷重）
住宅敷地内消融雪装置

家庭用除雪機械 購入価格の10％以内（限度額5万円）
※転入世帯は、5万円を加算（最大10万円）。

注1）融雪装置のうち地下水や水道水を解放する方式は対象外です。
注2）新築住宅等助成事業による助成を受けた方は、高床式・耐雪式住宅の助成は受けられません。
注3）子育て世帯等…中学生までの子どもがいる世帯、または婚姻届を提出後3年以内の世帯を対象。

☃地域一斉除排雪推進事業補助金
〈問い合わせ先 建設課(内線282・283)〉
集落等が地域住民と市との連携による一斉除排

雪作業を行う場合、それに要する経費を補助します。
●対象経費／
ダンプトラック等
の借上料等

●補助額／1集落
あたり上限20万円

※集落単位での申請
になりますので、
詳しくは区長さん
を通じてお問い合
わせください。

☃除雪サービス事業
〈問い合わせ先 福祉課(内線173)〉
自力での除雪が困難で、親族や他者から支援を
受けられない方へ、除雪費用の一部を助成します。
●対象者／①65歳以上の高齢者のみの世帯
②重度心身障がい者のみの世帯
③高齢者に加えて重度心身障がい者がいる世帯
※①～③のいずれかに該当し、世帯全員の市民税
が非課税または均等割のみの世帯。

●助成額/上限4万円(1,000円券を40枚）
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本市の職員給与等の実態
について、そのあらましを
お知らせします。市職員の
給与は、国及び他の地方公
共団体の職員並びに民間事
業の従事者の給与を考慮し、
市議会の審議を経て市条例
等で定められていますが、
この公表は市職員の給与等
について、広く市民の皆様
のご理解をいただくための
ものです。

･･････････････････････････････････････････････････････････････････

①人件費の状況（普通会計決算）

※この数値は、令和元年度地方財政状況調査
に基づくものです。人件費には、議員、区
長等の特別職の報酬も含まれます。

②職員給与費の状況（普通会計決算）
(令和元年度)

職 員 数 Ａ ２２６人

平 均 年 齢 38.9歳

給

与

費

給 料 786,325千円

職 員 手 当 165,119千円

期末・勤勉手当 310,735千円

計 Ｂ 1,262,179千円

職員一人当たり
平均年間給与費
（Ｂ／Ａ）

5,584千円

※この数値は、令和元年度地方財政状況調査に基づく
ものです。

※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は、平成31年４月１日現在の普通会計のうち
市長、副市長、教育長を除く一般職の人数です。

⑤特別職等の報酬等の状況
(令和２年12月１日現在)

区 分 給料月額分

給 料
市 長 728,000(910,000)円
副市長 680,000円
教育長 570,000円

報 酬
議 長 420,000円
副議長 375,000円
議 員 350,000円

区 分 給料月額分

期末手当

市 長
給料月額に40％を加算して
６月期 1.650月分
12月期 1.600月分
計 3.250月分

副市長
教育長
議 長
副議長
議 員

区 分 尾 花 沢 市 国

期 末 手 当
勤 勉 手 当

期末手当 勤勉手当
６月期 1.275月分 0.925月分
12月期 1.225月分 0.925月分
計 2.500月分 1.850月分

※職制上の段階、職務の級等により役職加算措置があります。

期末手当 勤勉手当
６月期 1.300月分 0.950月分
12月期 1.250月分 0.950月分
計 2.550月分 1.900月分

※職制上の段階、職務の級等により役職加算措置があります。

退 職 手 当

区分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075 月分
勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例(2～45％加算）
１人当たり平均支給額15,592千円
※１人当たり平均支給は、令和元年度に退職した職員の平均額です。

区分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075 月分
勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例(2～45％加算）

⑧職員手当の状況 (令和２年12月１日現在)

区 分 支 給 要 領

扶養手当

1. 配偶者 6,500円
2. 子 10,000円
3. 父母等 6,500円

※扶養親族である子のうち、満15歳に達する日
後の最初の４月１日から満22歳に達する日以
後の最初の３月31日までの間にある子１人に
つき5,000円加算

通勤手当
交通機関利用 利用区間等に応じて支給

【限度額55,000円】
交通用具(自
動車等)利用

通勤距離に応じて支給
【限度額37,200円】

時 間 外
勤務手当

正規の勤務時間を超えて勤務した場合支給

平成30年度
支給総額 53,935千円

職員１人当たり支給年額 240千円

令和元年度
支給総額 75,255千円

職員１人当たり支給年額 333千円

区 分 支 給 要 領

住
居
手
当

借 家
貸 間

借家、貸間に居住している職員
ア．月額25,000円以下の家賃の場合
家賃－ 14,000円

イ．月額25,000円を超える家賃の場合
11,000円＋｛（家賃－25,000円）÷２｝

【限度額28,000円】

特
殊
勤
務
手
当

支給対象 医療職（医師、診療放射線技師、看護師）

手当の
種 類

1. 医務手当
（医務に従事した場合）
2. 診療業務手当
（放射線、臨床検査及び伝染性患者の治療
に従事した場合、また死体の処置業務に
従事した場合）
3. 夜間看護手当
（深夜における看護業務に従事した場合）

⑨部門別職員数の状況と主な増減理由
区 分 職員数 対前年

増減数
主 な 増 減 理 由

部 門 令 和
元年度

令 和
２年度

普

通

会

計

議 会 ４ ３ ▲１ 配置見直しによる減
総 務 ４６ ４８ ２ 業務増による増
税 務 １３ １３
労 働 １ １
農林水産 １５ １５
商 工 ８ ８
土 木 １４ １３ ▲１ 退職者不補充による減
民 生 ３５ ３５
衛 生 １５ １４ ▲１ 配置見直しによる減
教 育 ２５ ２５
消 防 ５０ ５１ １ 配置見直しによる増
小 計 ２２６ ２２６ ０

公
営
企
業
等
会
計

病 院 １６ １７ １ 欠員補充による増
水 道 ３ ４ １ 配置見直しによる増
そ の 他 １２ １２
小 計 ３１ ３３ ２

総 合 計 ２５７ ２５９ ２
※この数値は、各年地方公共団体定員管理調査に基づくものです。
※職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員
などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

◆住民基本台帳人口 15,641人

◆実質収支 745,046千円

（令和２年３月31日現在）

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
計

標準的な職名 主事 主事 係長・主任 主査・係長・主任 補佐 課長・主幹
職 員 数 ３３人 ２１人 ２２人 ２５人 ２２人 １６人 １３９人
構 成 比 23.8％ 15.1％ 15.8％ 18.0％ 15.8％ 11.5％ 100％

⑦一般行政職の級別職員数の状況 (令和２年４月１日現在)

※この数値は、令和２年地方公務員給与実態調査に基づくものです。
※尾花沢市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

⑥一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満 35年以上

尾花沢市
大学卒 251,000円 312,300円 357,300円 392,800円 404,300円 413,500円
高校卒 233,300円 260,200円 309,900円 368,500円 387,300円 409,100円

(令和２年４月１日現在)

※この数値は、令和２年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

③平均給料月額及び平均年齢の状況

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

尾花沢市 302,600円 40.2歳 284,000円 44.8歳

国 327,564円 43.2歳 287,283円 50.9歳

(令和２年４月１日現在)

※この数値は、令和２年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間
38時間45分 8：30 17:15 12:00～13:00

⑩職員の勤務時間

総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得数 取得率
9,952日 1,894日 258人 7.3日 19.0%

⑪年次有給休暇の取得状況 (令和元年)

区 分 女性 男性
新たに育児休業を取得した者 2人 1人
前年から引き続いている者 １人 ０人

⑫育児休業の状況 (令和元年度)

分 限 処 分 ３人
懲 戒 処 分 １人

⑬職員の分限懲戒処分の状況 (令和元年度)

項 目 総合健診､婦人科検診､人間ドック､脳ドック
⑭健康診断の状況 (令和元年度)

公 務 災 害 ５件
通 勤 災 害 ０件

⑮公務災害の認定状況 (令和元年度)

○尾花沢市職員厚生会に委託し、福利厚生を図る。
(検診事業、団体研修事業、健康増進活動支援事業等)

⑯職員厚生事業の状況 (令和元年度)
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･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

区 分 決定初任給 採用２年経過後
給 料 額

尾 花 沢 市
大 学 卒 174,300円 191,700円
高 校 卒 152,300円 162,300円

国
大 学 卒 182,200円 195,500円
高 校 卒 150,600円 160,100円

④一般行政職の初任給の状況 (令和２年４月１日現在)

(各年４月１日現在)

(令和元年度) 市職員給与市職員給与
のあらましのあらまし

※市長の給料については、（ ）内の金額から20％を減額し
ています。

※再任用職員を含む
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10
月
30
日
、
市
役
所
３
階
大
会
議
室
を
会
場
に
、
職
員
に
よ
る
災
害
対
応
図
上
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
は
尾
花
沢
市
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
発
生

時
の
参
集
か
ら
状
況
把
握
、
対
策
本
部
の
設
置
な
ど
、
対
策
班
ご
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
万
が
一
の
際
の
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
を
確
認
し
ま
し
た
。

尾
花
沢
市
災
害
対
応
図
上
訓
練
を
実
施

▲各班長から総務課長の元に被害
対応状況が次々と寄せられる。

12
月
７
日
、
尾
花
沢
中
学
校
３
年
技

術
科
の
授
業
で
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
を
使
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
が
ペ

ア
を
組
み
、
一
方
の
生
徒
を
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
に
紹
介
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
パ

ソ
コ
ン
で
作
成
。「
こ
の
人
は
吹
奏
楽

部
で
し
た
」
な
ど
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が

話
す
言
葉
を
入
力
し
、
そ
の
言
葉
に
合

わ
せ
て
、「
お
じ
ぎ
す
る
」「
手
を
あ
げ

る
」
な
ど
の
動
作
指
令
を
選
択
し
、
声

の
高
さ
や
話
す
速
さ
を
調
節
し
ま
し
た
。

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
は
市
に
２
台
導
入
さ
れ

て
お
り
、
市
内
の
全
小
中
学
校
で
順
次

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
行
わ
れ
て
い

き
ま
す
。

11
月
17
日
、
尾
花
沢
市
総
合
教
育
会

議
が
開
催
さ
れ
、「
尾
花
沢
市
教
育
等

の
振
興
に
関
す
る
大
綱
」
の
見
直
し
案

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

席
し
た
市
教
育
委
員
か
ら
は
「
見
直
し

案
の
方
針
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
と
あ

る
が
、
多
様
化
す
る
学
習
環
境
の
中
で

地
元
企
業
と
連
携
し
、
子
ど
も
達
の
夢

や
目
標
を
見
つ
け
ら
れ
る
取
り
組
み
を

し
て
ほ
し
い
。」「
地
域
の
中
で
子
ど
も

と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
、
ふ

秋
に
行
わ
れ
た
全
県
規
模
の
新
人
大

会
で
、
県
３
位
ま
で
に
入
賞
し
た
市
内

の
中
学
生
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。入

賞
者
・
団
体
(敬
称
略
・
順
不
同
)

★
尾
花
沢
中
★

・
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
男
子
柔
道

髙
橋
嬉
有

大
類
崇
太

戸
田
悠
太

・
陸
上
男
子
砲
丸
投

加
藤
悠
太

★
福
原
中
★

・
女
子
柔
道

笹
原
涼
々

菅
野
日
和

舟
越
愛
心

・
男
子
柔
道

齊
藤
刹
那

・
陸
上
男
子
走
高
跳

笹
原
光
稀





▲授業後、Ｐｅｐｐｅｒとの会話を楽しむ生徒たち

第
１
回
尾
花
沢
市
総
合
教
育
会
議

〜
今
後
５
年
間
の
教
育
を
考
え
る
〜

る
さ
と
愛
を

育
て
て
い
く

場
が
必
要
。｣

な
ど
活
発
な

意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
市

民
の
意
見
を

聞
く
た
め
の

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
今

年
度
中
に
大

綱
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

▲建設班では現場から入ってくる
情報を防災マップで確認。

▲避難所開設した地区公民館との
電話での状況把握。

11
月
30
日
、
市
と
あ
け

ぼ
の
観
光
㈱
、
㈱
尾
花
沢

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
、
災
害

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
災
害

発
生
時
、
市
民
を
避
難
所

な
ど
安
全
な
場
所
へ
移
送

す
る
際
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲被害情報を地図上に表示し、全
体像を把握。

▲消防班では次々に入る緊急通報
に対応し、救急車両を手配。

▲対応状況をホワイトボードに整
理し、情報を共有。

あ
け
ぼ
の
観
光
㈱
お
よ

び
㈱
尾
花
沢
タ
ク
シ
ー

と
災
害
応
援
協
定
締
結

▲(写真左)高橋一雄あけぼの観光㈱会長､
(写真右)㈱尾花沢タクシーの渡会友補さん

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
(ペ
ッ
パ
ー
)を

動
か
し
て
み
よ
う
！
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11/３11/３

はなかっぱキャラクターショー
親子ふれあい広場11/2211/22

第35回城山ロードレース大会
雨の中、坂道大激走

地域の方々の手作り作品展が行われ、古い
着物や帯を再利用したバッグや、自分で撮影
した地元の風景写真を加工して作った「手作
りカレンダー」などが展示されました。同じ
地域に住む人の意外な一面を知ったり、同じ
趣味の作品を参考にしたりと、地域コミュニ
ティーの輪が広がるきっかけになりました。

載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲中載。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※画面右) → 最新の記事 → ニュース特急便

城山ロードレース大会に、市内の小学生66
人が出場しました。晴れたり、雨が降ったり
と児童には厳しい環境でしたが、冷たい雨に
打たれながらも沿道に押し寄せた地区民の温
かい声援を背にゴールまで駆け抜けました。

玉野小学校収穫感謝祭
育てたお米で餅つき体験11/６11/６

児童たちが春から育ててきた餅米やダイコ
ン、ニンジン、ネギなどの野菜の実りに感謝
する収穫感謝祭が玉野小で行われました。杵
(きね)と臼(うす)でつき上げたお餅は、納豆
餅と雑煮餅にして、美味しくいただきました。

サルナートに、はなかっぱとももかっぱ
ちゃん達が登場しショーが行われました。動
物の鳴き声当てクイズでは、こども達も一生
懸命はなかっぱの回答をお手伝い。最後は、
はなかっぱ達とダンスで盛り上がりました。

勤労感謝の日を前に、尾花沢放課後児童ク
ラブの職員の先生やひまわり保育園の園児８
人が市役所を訪れ、気持ちのこもったプレゼ
ントをしてくださいました。プレゼントは、
市役所１階の窓口に飾っています。

11/５～８11/５～８

第２回障がい者福祉プラン策定委員会の開
催に先立ち、伊藤一志氏の講演会が行われま
した。伊藤氏はスキーや陸上で子ども達を指
導する中で障がいのある子と出会い、勝ちに
固執するのではなく、健常者も障がい者も一
緒に活動することが大切だと気付いたと語ら
れました。

尾花沢市障がい者福祉プラン策定委員会講演
｢人は挑戦することで前に進む｣11/４11/４

オリンピックで金メダルを獲得した経験の
ある重量挙げ選手、三宅義信氏を講師に招き
講演会が行われました。三宅氏は数々の試練
を前向きに考え、人生を切り開いてきた経験
を交えながら、「スポーツは我慢に我慢を重ね、
忍耐を続け、やがて橋の向こうに虹が見えて
くる」と話されました。

福原ふるさと塾講演会
｢忍耐、努力は希望の力｣11/1411/14

今年度の青少年健全育成優良団体として
「読み聞かせグループ赤い実」「福原スポーツ
少年団母集団」「荒楯子供育成会」が表彰され
ました。その後、「色彩のあーと書道家」未

み

來
く

氏が講演。挑戦することが自分の可能性を広
げ伸ばしてくれる、日々楽しんで挑戦するこ
とが大事だと参加者を励ましました。

青少年健全育成市民集会
書道家が｢挑戦する楽しさ｣を講演11/1511/15 勤労感謝の日

プレゼントありがとうございます11/15･1611/15･16

常盤地区ふれあい作品展
広がる趣味の輪

©あきやまただし／はなかっぱプロジェクト
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編集委員の皆さん

左から 伊藤梨々花 矢野安珠
vol.49

北村山高校では、11月に生徒会総会と
学年行事が行われました。

北
村
山
高
校
で
は
、
11
月
10
日
に
生
徒
会
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
執
行
部
を
中
心
に
、
令

和
２
年
度
の
活
動
内
容
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

生
徒
会
総
会
終
了
後
、
各
役
職
に
分
か
れ
、
当

日
の
運
営
に
つ
い
て
反
省
を
行
い
ま
し
た
。
良

い
点
で
は
、「
ミ
ス
の
カ
バ
ー
が
で
き
た
」、「
早

く
対
応
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

一
方
で
、
反
省
点
と
し
て
「
準
備
不
足
だ
っ
た
」、

「
発
表
す
る
と
き
の
声
の
大
き
さ
や
速
さ
、ト
ー

ン
が
悪
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
反
省
を
活
か
し
、
次
は
よ
り
良
い
生
徒

会
総
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
11
月
20
日
に
は
、
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
各
学
年
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
１
年
生

は
、
県
内
の
大
学
や
専
門
学
校
、
地
元
企
業
な

ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。
見
学
を
通
し
て
、
仕
事

の
や
り
が
い
や
各
学
校
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
よ

い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
生
は
気
仙

沼
市
に
あ
る
東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝
承
館
に

行
き
ま
し
た
。
実
際
に
被
災
し
た
学
校
の
中
を

語
り
部
の
方
に
説
明
し
て
頂
き
な
が
ら
回
り
、

被
災
か
ら
現
在
ま
で
の
復
興
状
況
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
な
か
に
は
、
被
災
し
た
中
学
３
年
生

の
卒
業
式
の
映
像
を
見
て
泣
い
て
し
ま
う
人
も

い
ま
し
た
。
最
後
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
グ
ル
ー
プ
で
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
３
年

生
は
、
鶴
岡
市
の
水
族
館
、
酒
田
市
の
山
居
倉

庫
、
せ
ん
べ
い
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
３
年

生
に
と
っ
て
は
残
り
わ
ず
か
な
行
事
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
お
互
い
に
絆
を
深
め
な
が
ら
、
楽

し
く
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の

学
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

クラゲと一緒に記念撮影！

11
月
の
初
め
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
、
で
も
し
ば
ら
く
聞
い

て
い
な
い
音
で
目
が
覚
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
２
階
の
屋
根
の

雪
が
１
階
の
屋
根
に
落
ち
る
音
。
と
う
と
う
こ
の
季
節
が
来

た
の
か
！
車
の
屋
根
に
も
10
㎝
ほ
ど
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
て
い
な
か
っ
た
事
を
深
く
後

悔
し
、
夜
の
運
転
を
不
安
に
思
っ
て
い
る
と
、
街
中
で
は
ほ

と
ん
ど
雪
の
無
い
状
態
に
ビ
ッ
ク
リ
し
、
そ
し
て
少
し
安
堵

し
ま
し
た
。
改
め
て
尾
花
沢
の
広
さ
、
地
域
の
多
様
性
を
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。（
ち
な
み
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
矢
越
に

あ
り
ま
す
。）

最
近
は
主
に
、
大
根
の
収
穫
・
洗
浄
を
し
ま
し
た
。
初
め

て
取
り
組
む
大
根
の
加
工
品
(乾
燥
)で
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
効
率
よ
く
で
き
る
か
手
探
り
の
中
、
雪
が
降
る
前
に
収
穫

を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
全
力
で
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
グ
ー
ス
カ
フ
ェ
」
の
営
業
に
合
わ
せ
て
、
野
菜
販
売
も
し
て

い
ま
す
。
市
内
外
の

方
に
も
っ
と
尾
花
沢

の
美
味
し
い
野
菜
を

食
べ
て
ほ
し
い
！
と

い
う
思
い
で
、
で
き

る
だ
け
体
に
良
い
物

を
置
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
雪

は
ど
う
な
る
こ
と
や

ら
…
。

寒
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
と
い
え
ば
そ
う
！
免
疫
力

を
つ
け
た
い
！
そ
の
た
め
に
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
６
つ
ご
紹
介
し

ま
す
。

❶
『腸
内
環
境
』

免
疫
細
胞
の
約
７
割
が
腸
内
に

存
在
し
ま
す
。
腸
内
環
境
を
整
え

る
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
発
酵

食
品
を
食
べ
る
、
②
食
物
繊
維
が

豊
富
な
食
材
を
食
べ
る
、
③
バ
ラ

ン
ス
よ
く
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
食

べ
る
こ
と
。

❷
『空
腹
感
』

お
腹
が
い
っ
ぱ
い
だ
と
、
血
液

中
に
も
栄
養
が
い
っ
ぱ
い
で
白
血

球
の
は
た
ら
き
が
鈍
く
な
り
、
病

原
菌
へ
の
攻
撃
力
が
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。
空
腹
だ
と
、
白
血
球
は

積
極
的
に
病
原
菌
を
食
べ
て
処
理

す
る
の
で
、
免
疫
力
が
高
ま
り
ま

す
。

❸
『き
の
こ
』

き
の
こ
は
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
を

活
性
化
す
る
物
質
を
豊
富
に
含
み
、

が
ん
を
攻
撃
し
て
や
っ
つ
け
て
く

れ
る
NK
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
）

細
胞
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

❹
『ヨ
ー
グ
ル
ト
』

特
に
夜
に
食
べ
る
と
、
寝
て
い

る
間
に
乳
酸
菌
な
ど
の
善
玉
菌
が

腸
内
環
境
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。

今
年
の
冬
は
…

❺
『歯
み
が
き
』

朝
起
き
た
時
の
口
の
中
は
、
寝

て
い
る
間
に
増
え
た
菌
だ
ら
け
！

そ
の
ま
ま
朝
食
を
食
べ
る
と
、
一

緒
に
菌
も
体
の
中
へ
！
増
殖
し
た

菌
や
毒
素
が
腸
ま
で
届
き
、
免
疫

が
異
常
反
応
を
起
こ
し
、
動
脈
硬

化
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど

の
引
き
金
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

朝
起
き
た
ら
ま
ず
歯
を
み
が
き
ま

し
ょ
う
。

❻
『鼻
呼
吸
』

口
呼
吸
だ
と
、
空
気
中
の
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
、
ち
り
・
ほ
こ
り
が

直
接
体
の
中
に
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
！
自
分
の
呼
吸
の
仕
方
に
敏
感

に
な
り
ま
し
ょ
う
。
鼻
呼
吸
の
コ

ツ
は
、
口
を
閉
じ
る
、
息
を
吸
う

と
き
も
吐
く
と
き
も
鼻
で
す
る
、

舌
を
上
あ
ご
に
つ
け
る
な
ど
で
す
。

ち
な
み
に
、
物
を
か
む
と
き
に
片

側
だ
け
で
か
む
く
せ
が
あ
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
、
口
呼
吸

を
す
る
人
が
行
い
や
す
い
食
べ
方

で
す
。
左
右
両
方
の
歯
を
使
っ
て

か
む
よ
う
心
が
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
☆

佐藤隊員▲広大な大根畑。手作業で大根を収穫しました。

私
が
埼
玉
に
来
た
の
は
18
歳
の

春
、
保
育
士
の
学
校
の
為
で
す
。

そ
こ
は
地
方
出
身
者
が
多
か
っ
た

か
ら
か
、
講
義
で
は
方
言
の
影
響

で
保
育
が
上
手
く
い
か
ず
心
が
折

れ
、
結
局
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
関

東
圏
で
保
育
士
に
な
る
な
ら
標
準

語
を
話
す
！
勉
強
・
実
習
・
昼
の

仕
事
・
プ
ラ
ス
｢方
言
の
壁
｣か
…
(笑
)

３
年
後
念
願
の
保
育
士
に
。
４
歳
児
担
任
。
日
常
は
標
準
語
…

な
の
に
無
意
識
に
方
言
に
な
っ
て
し
ま
う
。
折
り
紙
破
か
な
い
で

ね
…
が
｢し
ゃ
ば
ぐ
な
よ
〜
〜
｣な
ん
て
。
そ
ん
な
言
葉
が
出
る
た

び
に
不
思
議
顔
で
興
味
津
々
の
子
ど
も
達
。
方
言
と
い
っ
て
い
ろ

ん
な
言
葉
、
言
い
方
が
あ
る
ん
だ
よ
と
話
し
ま
し
た
。

４
年
目
１
・
２
歳
児
担
任
。
組
ん
だ
の
は
岩
手
の
同
期
。
２
歳

児
に
あ
つ
お
君
と
い
う
子
が
い
て
言
葉
は
理
解
し
て
い
る
の
に

し
ゃ
べ
ら
な
い
、
と
母
親
が
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
あ
つ
お
君
は

迎
え
が
遅
く
私
達
も
夕
方
は
気
が
緩
み
山
形
と
岩
手
の
方
言
会
話
。

あ
つ
お
君
の
前
で
｢ん
だ
よ
ね
〜
｣な
ん
て
。

あ
る
日
お
母
さ
ん
が
｢あ
つ
お
が
し
ゃ
べ
り
ま
し
た
！
｣
お
っ

や
っ
ぱ
第
一
声
は
「
ま
ま
？
」
な
ん
て
思
っ
た
ら
「
変
な
言
葉
言

う
ん
で
す
…
ん
だ
な
…
」
お
母
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
。
初
言
葉
が

方
言
っ
て
。
そ
の
後
暫
く
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に

あ
つ
お
君

の
「
ん
だ
な
・
ん
だ
な
」
が
続
き
ま
し
た
。

今
も
た
ま
に
先
生
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
変
だ
よ
と
言
わ
れ
ま

す
。
や
は
り
訛
り
は
忘
れ
な
い
。
身
体
の
一
部
な
の
だ

と
実
感
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
(笑
)。

方
言
の
壁

首都圏尾花沢会
木村 仁子 さん

(丹生出身)
(旧姓、阿部)

それぞれの学校での学びに興味津々！ 堂々と答弁ができました！
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■
対
象
者
／
令
和
３
年
４
月
に
高
等
学

校
及
び
高
等
専
門
学
校
に
進
学
す
る

方
で
一
定
の
条
件
を
満
た
し
、
経
済

的
な
理
由
で
奨
学
金
を
必
要
と
す
る

方
■
貸
付
額
／
月
額
１
万
５
千
円

■
貸
与
期
間
／
令
和
３
年
４
月
〜
就
学

年
限
の
終
期
ま
で

■
返
済
／

10
年
以
内
(据
置
き
１
年
無
利
子
)

※
在
学
中
の
中
学
校
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
こ
ど
も
教
育
課
教
育
指
導
室

☎
(23
)３
３
３
０

保
育
園
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

保
育
園
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

園
名

測
定
結
果

給
食
提
供
日

ひ
ま
わ
り
不
検
出

11
月
９
日
〜
13
日

市
内
保
育
施
設
の
給
食
の
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
に
輪
番
で
放
射
性
ヨ
ウ

素
・
セ
シ
ウ
ム
の
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
【内
線
177
】

災
害
時
の
情
報
、
市
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
重
要
な
お
知
ら
せ
を
配
信
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

尾
花
沢
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

尾
花
沢
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

ご
登
録
お
願
い
し
ま
す
！

ご
登
録
お
願
い
し
ま
す
！

尾
花
沢
地
区
ふ
れ
あ
い
作
品
展
開
催

尾
花
沢
地
区
ふ
れ
あ
い
作
品
展
開
催

地
区
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
サ
ル
ナ
ー

ト
に
展
示
し
ま
す
。
作
品
展
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
同
時
開
催
中
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／

12
月
25
日
(金
)〜
12
月
27
日
(日
)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
／
サ
ル
ナ
ー
ト

※
最
終
日
は
午
後
３
時
終
了
。

問
尾
花
沢
地
区
公
民
館

☎
(23
)２
０
１
６

お
も
た
か
奨
学
生
の
募
集

お
も
た
か
奨
学
生
の
募
集

市
で
は
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
競
技
力
向
上
、
制
作
意
欲
向
上
の
た

め
、
東
北
大
会
以
上
の
大
会
及
び
発
表

会
に
出
場
し
た
高
校
生
以
上
の
選
手
、

監
督
、
コ
ー
チ
等
に
激
励
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
出
場
激
励

金
支
給
事
業

■
対
象
者
／

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上

の
個
人
。

※
但
し
高
校
生
、
大
学
生
は
、
本
市
出

身
者
も
含
む
。

②
市
内
の
高
等
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

及
び
文
化
団
体
、
並
び
に
企
業
等
に

属
す
る
団
体
。

※
対
象
と
な
る
大
会
及
び
支
給
金
額
に

つ
い
て
は
、
出
場
す
る
大
会
等
に
よ

り
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類
／
申
請
者
（
ま

た
は
保
護
者
）
の
印
鑑
・
通
帳
・
大

会
出
場
の
わ
か
る
書
類

■
申
込
み
締
切
／
３
月
12
日
(金
)

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係

【内
線
327
】

令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税
償
却
資

産
申
告
書
を
12
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

申
告
書
が
届
い
た
方
、
届
い
て
い
な
く

て
も
左
記
「
申
告
対
象
者
」
に
該
当
す

る
方
は
、
申
告
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
告
対
象
者
／
市
内
に
事
業
用
の
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
及
び

法
人

■
償
却
資
産
と
は
／
事
業
を
営
む
為
に

用
い
る
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
有
形

固
定
資
産
で
次
の
も
の

①
所
得
税
及
び
市
県
民
税
ま
た
は
法
人

税
の
所
得
計
算
上
、
減
価
償
却
の
対

象
と
な
る
資
産

②
耐
用
年
数
が
１
年
以
上
か
つ
10
万
円

以
上
の
資
産
（
所
得
の
申
告
で
３
年

間
の
一
括
償
却
を
行
っ
た
20
万
円
未

満
の
資
産
は
対
象
外
）

③
事
業
に
使
用
で
き
る
状
態
の
資
産

〈例
〉

⑴
償
却
済
資
産
（
耐
用
年
数
が
経
過
し

た
資
産
）

⑵
遊
休
ま
た
は
未
稼
働
資
産
（
い
つ
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登
録
で
き
な
い
方

は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
検
索
欄
で
｢尾

花
沢
市
｣と
入
力
し
、
検
索
す
る
方
法

で
も
登
録
で
き
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
広
報
係
【内
線
224
】

登録は
こちらから↓

■
市
役
所
庁
舎
・
各
地
区
公
民
館

12
月
29
日
(火
)〜
１
月
３
日
(日
)

■
ご
み
収
集
に
つ
い
て

12
月
29
日
(火
)〜
１
月
３
日
(日
)

※
ご
み
の
特
別
収
集
日

12
月
30
日
(水
)は
全
地
区
「
も
や
せ

る
ご
み
」
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

※
ご
み
の
搬
入
受
付
日

12
月
30
日
(水
)は
「
全
種
類
」
搬
入

受
付
を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
前
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
市
路
線
バ
ス

12
月
31
日
(木
)〜
１
月
３
日
(日
)

※
銀
山
線
は
始
発
と
最
終
便
の
み
運
休
。

鶴
子
線
は
市
役
所
発
10
時
30
分
、
大

石
田
駅
発
17
時
35
分
、
鶴
子
温
泉
発

７
時
15
分
、
花
笠
高
原
荘
発
11
時
20

分
の
み
運
休

■
悠
美
館

12
月
29
日
(火
)〜
１
月
４
日
(月
)

■
サ
ル
ナ
ー
ト

12
月
29
日
(火
)〜
１
月
３
日
(日
)

■
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ａ
こ
ど
も
広
場
･ゆ
き
ご
ろ

う
は
う
す
(子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
)

12
月
29
日
(火
)〜
１
月
３
日
(日
)

■
芭
蕉
、
清
風
歴
史
資
料
館

12
月
28
日
(月
)〜
１
月
４
日
(月
)

庁
舎
・
各
施
設
の
年
末
年
始

庁
舎
・
各
施
設
の
年
末
年
始

休
館
・
休
業
の
お
知
ら
せ

休
館
・
休
業
の
お
知
ら
せ

■
上
柳
健
康
増
進
施
設

12
月
29
日
(火
)〜
１
月
３
日
(日
)

※
１
月
５
日
(火
)、
６
日
(水
)は
定
休

日
で
す
。

不
用
品
登
録
制
度

不
用
品
登
録
制
度

家
庭
で
ま
だ
使
え
る
の
に
不
要
に
な

っ
た
も
の
を
「
あ
げ
ま
す
・
譲
り
ま
す

・
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
情
報
交
換
で

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
せ
ん
か
？

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

■
あ
げ
ま
す

•
卓
球
台
（
注
意
：
台
座
の
み
手
作

り
の
た
め
標
準
よ
り
12
㎝
程
高

い
）
作
業
台
等
、
他
の
用
途
を
お

考
え
の
方
も
歓
迎
で
す
。

問
環
境
整
備
課
生
活
環
境
係

【内
線
261
】

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

無
料
鑑
賞
券
の
申
込
者
募
集

無
料
鑑
賞
券
の
申
込
者
募
集

■
日
時
／
１
月
16
日
(土
)午
後
７
時
〜

■
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番
号
、

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
明
記
し
、

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係
へ
郵
送

※
市
内
在
住
の
方
が
対
象
(１
人
１
枚

ま
で
)。
当
選
者
に
つ
い
て
は
、
鑑

賞
券
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
申
込
締
切
／
12
月
24
日
(木
)必
着

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係

【内
線
326
】

東
北
大
会
以
上
の
出
場
選
手
に

東
北
大
会
以
上
の
出
場
選
手
に

激
励
金
を
支
給
！

激
励
金
を
支
給
！

｢職
親
」
と
は
、
知
的
障
害
者
福
祉

法
第
16
条
３
号
に
規
定
さ
れ
る
、
知
的

障
害
者
の
自
立
と
社
会
活
動
へ
の
参
加

を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
・
訓

練
を
行
う
企
業
主
等
の
こ
と
で
す
。

本
市
で
は
、
知
的
障
害
者
（
療
育
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
者
）
を
雇
用
し
、

諸
訓
練
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
企

業
主
等
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

※
障
害
者
の
雇
用
に
対
し
、
他
の
助
成

金
等
を
受
け
て
い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

職
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

職
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

だ
さ
い
。

問
福
祉
課
社
会
福
祉
係
【内
線
172
】

農
家
・
事
業
主
の
方
へ

農
家
・
事
業
主
の
方
へ

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
申
告
の

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
申
告
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す

準
備
を
お
願
い
し
ま
す

も
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に

あ
る
も
の
）
等

※
中
古
で
取
得
し
た
資
産
も
申
告
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
課
税
対

象
の
も
の
（
ナ
ン
バ
ー
が
つ
い
て
い

る
も
の
）
は
除
き
ま
す
。

■
申
告
期
間
／

１
月
４
日
(月
)〜
２
月
１
日
(月
)

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
125
〜
127
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
も
、
新
規
に
設
備
投
資
を
行

う
中
小
事
業
者
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、

従
来
の
機
械
装
置
、
器
具
備
品
、
建
物

附
属
設
備
に
加
え
、
事
業
用
家
屋
及
び

構
築
物
も
特
例
措
置
の
対
象
と
な
り
ま

す
。こ

の
特
例
は
「
先
端
設
備
導
入
計

画
」
の
認
定
を
事
前
に
受
け
た
中
小
事

業
者
が
対
象
で
す
。

償
却
資
産
の
申
告
と
併
せ
て
、
証
明

書
等
の
写
し
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
告
期
間
／

１
月
４
日
(月
)〜
２
月
１
日
(月
)

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
125
〜
127
】

生
産
性
の
実
現
に
向
け
た
固
定
資

生
産
性
の
実
現
に
向
け
た
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
の
拡
充
・
延
長

産
税
の
特
例
措
置
の
拡
充
・
延
長

ID：
obanazawacity
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年
末
年
始
の
診
療

下記対象の方は接種期間を過ぎてしまうと助成を受けられなくなります。予防接種を希望される方
は事前に保険証を持参し、お早めに健康増進課までお越しください。
なお、過去に高齢者肺炎球菌の予防接種を受けた方は、対象になりません。

■接種期間／令和３年３月末日まで
■接種場所／市内医療機関、または県内で指定された医療機関
■助成額／4,150円
■医療機関に持参するもの／予診票・接種券(どちらも健康増進課で発行します。)
■接種対象／

高齢者肺炎球菌(定期予防接種)の接種はお済ですか？

※60歳～65歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害（身体
障害者手帳1級相当）やヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害（身体障
害者手帳１級相当）がある方は対象となります。

問健康増進課 健康指導係【内線621】

年 齢 生 年 月 日
65歳となる方 昭和30年４月２日生～昭和31年４月１日生
70歳となる方 昭和25年４月２日生～昭和26年４月１日生
75歳となる方 昭和20年４月２日生～昭和21年４月１日生
80歳となる方 昭和15年４月２日生～昭和16年４月１日生
85歳となる方 昭和10年４月２日生～昭和11年４月１日生
90歳となる方 昭和５年４月２日生～昭和６年４月１日生
95歳となる方 大正14年４月２日生～大正15年４月１日生
100歳となる方 大正９年４月２日生～大正10年４月１日生
101歳以上の方 大正９年４月１日以前に生まれた方

石
油
暖
房
機
を
安
全
に
正
し
く
使
う

石
油
暖
房
機
を
安
全
に
正
し
く
使
う

８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
給
油
後
は
タ
ン
ク
の
灯
油
漏
れ
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
②
衣
類
な

ど
の
乾
燥
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
③
カ
ー

テ
ン
や
ふ
と
ん
、
紙
類
な
ど
燃
え
や
す

い
物
を
そ
ば
に
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ス
プ
レ
ー
缶
を
暖
房
機
の
上
や
温
風

北
村
山
公
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
村
山
公
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
休
診
日
／
12
月
29
日
(火
)〜
１
月
３

日
(日
)

※
休
診
日
で
も
救
急
患
者
の
診
療
は
随

時
行
い
ま
す
。
ま
た
、
人
工
透
析
は

平
常
ど
お
り
日
曜
日
を
除
き
行
い
ま

す
。

※
12
月
29
日
か
ら
12
月
31
日
の
正
午
か

ら
午
後
５
時
ま
で
は
小
児
科
医
師
が

待
機
し
ま
す
。

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
選
考
試
験

■
試
験
職
種
(採
用
予
定
数
)／
看
護
師

(６
人
）、
臨
床
検
査
技
師
(１
人
)

■
申
込
締
切
／
１
月
12
日
(火
)

■
試
験
日
／
１
月
19
日
(火
)

※
詳
細
は
病
院
HP
で
確
認
す
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管
理
課

☎
(42
)２
１
１
１

の
当
た
る
場
所
に
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
⑤
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
⑥
１
時
間
に
１
〜
２

回
（
１
〜
２
分
）
換
気
を
し
て
く
だ
さ

い
。
⑦
定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
⑧
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
持
ち
越
し

た
灯
油
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
市
消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ

ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
落
雪
な
ど
の
衝
撃
で
ガ
ス

ボ
ン
ベ
や
接
続
し
て
い
る
ホ
ー
ス
、
器

具
な
ど
が
損
傷
し
、
ガ
ス
漏
れ
事
故
が

起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
火
災
や
爆

発
を
誘
発
す
る
の
で
、
次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
①
屋
根
の
雪
下
ろ
し

や
落
雪
、
②
除
雪
の
際
の
器
具
等
の
損

傷
、
③
雪
に
埋
も
れ
た
場
合

ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
設
備
に
異
常
や

ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
火
を
消
し
、
保
安
機
関
や
販
売
店
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
北
村
山
支
部

☎
０
２
３
７
(55
)６
０
１
５

雪
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
等
の

雪
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
等
の

事
故
を
な
く
そ
う

事
故
を
な
く
そ
う

会社を退職したり会社に勤めている配偶者の扶養から抜けたときは国民年金への
加入の手続きが必要となります。市民税務課窓口や年金事務所などで２週間以内に
手続きをしてください。
令和２年４月から令和３年３月分までの国民年金保険料は、月額１６，５４０円

です。保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・
コンビニエンスストアで納めることができクレジットカードによる納付や口座振替
もあります。
また、国民年金の一部免除となった方も期限まで納めない場合は未納期間になっ

てしまいますので、忘れずに早めの納付をお願いします。
問新庄年金事務所 TEL：0233(22)2050 市民税務課 市民年金係【内線131～135】

令和３年３月(予定)から保険証のかわり
にマイナンバーカードを利用して、医療機
関を受診できるようになります。（医療機
関・薬局によって開始時期が異なります。）
保険証として利用するためには、マイナ

ンバーカードをご準備のうえ、マイナポー
タル(専用サイト)から事前登録を行う必要
があります。

スマートフォンを
お持ちの方は
こちらからどうぞ

また、健康増進課・市民税務課窓口でも、
事前登録ができます。
※保険証はこれまでどおり毎年送付します
ので、マイナンバーカードがなくても受
診できます。

問健康増進課 国保医療係【内線623】

マイナンバーカードは、申請から交付まで約
１カ月かかります。
問市民税務課 市民年金係【内線131～135】

マイナンバーカードの申請方法 マイナンバーカードが保険証と
して利用できるようになります

➡

国民年金加入の手続きはお早めに
国民年金保険料は納期限までに納めましょう

国 民 年 金


